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論文内容の要旨

現在､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの信席性を損なう間題の-つとして経路の不安走性が

ある｡経路の不安走性とは､何らかのﾈｯﾄﾜ-ｸ障害が原因で額繁に経路が変

更し､または消滅する現象を指す｡これによりﾊﾟｹｯﾄ破棄､ﾙ-ﾃｲﾝｸﾞﾙ-

ﾌﾟが発生し､さらにﾙ-ﾀの負荷が増加し､ﾈｯﾄﾜ-ｸの信頼性が著しく低下

し間題となる｡ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄが将来の人問社会において主な通信手段になると

予想それているだ桝こ､このようにｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの基盤を直接に影響する閏題

の実態を解明し､対策を講じることが重要である｡

本論文ではまず日本国内最大な学術ﾈｯﾄﾜ-ｸであるWIDE Internetにお

ける経路の不安定性の調査結果を示す｡耶DE Internetのﾊﾞｯｸﾎﾟ-ﾝで経路制

御に便われている経路制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙOSPFのﾃﾞ-ﾀを二年間に渡って収集し､

ﾃﾞ-ﾀの解析を通じ､ WIDE Internetにおいて経路の不安定性の発生額度を定量

的に評価し､その不安走性を起こす原因について分析する｡これにより､ｴﾝﾄﾞ

ﾕ-ｻﾞが普段ほとんど気づいていないにも関わらず､経路の不安定性が日常的に

生じていることを示す｡また､経路の不安定性が頻紫かつ持続に起きている場合､

経路情報のｲﾝｽﾀﾝｽの数が限られていることも示す｡それによって全体的で

みたﾈｯﾄﾜ-ｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞの数も限られていることがわかった｡

経路の不安定性が額繁に起こりうる以上､その悪影響を最小限に抑える必

要がある｡本論文の後半ではｷﾔﾂｼｭ型最短木によって､経路の不安定性によ

る悪影響を最小限に抑えるCached Shortesﾄpath Tree (CST)手法を提衰する｡

CSTの基本的な考え方は､ﾙ-ﾃｲﾝｸﾞが不安定別犬態において､頻繁に出現する

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾄﾎﾟﾛｼﾞおよびその最短木をｷﾔﾂｼｭし､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾄﾎﾟﾛｼﾞ

がｷﾔﾂｼｭされたものと同-になった時､保存された最短木を使って経路表作

成時間を短縮することである｡これによって経路の収束時間を短縮することでき

る上､計算負荷の大きいDijkstraｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの実行回数を大幅に削減できる｡

CSTは上記の調査で得られた､経路が不安定の場合､全体的でみるﾈｯﾄﾜ-ｸ

ﾄﾎﾟﾛｼﾞの数が限られているという調査結果に基づいている｡ WIDE Internetで

計測した経路制御情報の履歴ﾃﾞ-ﾀを用いたｼﾐｭﾚ-ｼﾖﾝ評価により､CSTの

有効性を明らかにする｡
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経路の不安走性とは､何らかのﾈｯﾄﾜ-ｸ障害が原因で額繁に経路が変更し､または

消滅する現象を指す｡これによりﾊﾟｹｯﾄ破棄､ﾙ-ﾃｲﾝｸﾞﾙ-ﾌﾟなどの現象が発生し､

ﾈｯﾄﾜ-ｸの信頼性が著しく損なわれる｡申請者はこの間題に注目し､現在経路の不安

走性がﾈｯﾄﾜ-ｸにおいてどのぐらい起きているか､そしてそれが頻繁におきた場合そ

の悪影響を抑止する手法に重点をおいて研究を行った｡

申請者はWIDEInternetにおいて二年間にわたって経路制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙであるOSPFの

ﾃﾞ-ﾀを収集し､その解析によってOSPFLSAの振動を定量的に統計した｡その結呆とし

て､現在ｴﾝﾄﾞﾕ-ｻﾞが普段ほとんど気づいていないにも関わらず､経路の不安走性が日

常的に生じていることを示した｡これらの不安定性を生じさせた要因として､ﾈｯﾄﾜ-

ｸ輯捧､設定ﾐｽ､ｿﾌﾄｳｴｱのﾊﾞｸﾞなどが挙げられている｡ﾄﾞﾒｲﾝ内経路不安走性

に関する研究が少ないなかで､このような調査は貴重である｡

また､申請者はﾄﾞﾒｲﾝ内に経路の不安走性が頻繁に起きている場合､ﾈｯﾄﾜ-ｸ仝

体的にみたﾄﾎﾟﾛｼﾞの数が限られている特徴に注目し､良く現れるﾄﾎﾟﾛｼﾞとその最短木

をｷﾔﾂｼｭすることによって､経路の収束時間を短縮するｷﾔﾂｼｭ型最短木手法

(CST)を提案した｡これにより､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾄﾎﾟﾛｼﾞがｷﾔﾂｼｭされたものに変わっ

た場合､ﾙ-ﾀはｽｸﾗﾂﾁから最短木を計算するかわりに､ｷﾔﾂｼｭされたﾄﾎﾟﾛｼﾞ

の最短木を使い､経路表を素早く構築することが可能となる｡またこの手法は冗長な最短

木計算を減らすことができるので､ﾙ-ﾀの負荷を下げる効果もある｡そして申請者はCST

を効率的に実装するために注意しなければいけない間題についても議論した｡

本論文の最後に､申請者はｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによってCSTの有効性を示した｡申請者は

CSTを使った場合の最短木の計算回数､経路収束時間､ｷﾔﾂｼｭの数がCSTの効呆に与

える影響およびCSTが必要とするﾒﾓﾘの量について評価し､ CSTは大変有効であること

を示した｡

以上述べたように､申請者はﾄﾞﾒｲﾝ内経路の不安定性という間題への学術的な貢献は

少なくない｡平成15年1月8日と平成15年2月17日にそれぞれ行った公聴会と最終審

査の結果も参考にして､本博士論文の審査を行い､本論文は博士論文(工学)の学位論文

として十分な価値があるものと判走した｡


